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　金津創作の森で行われた「蜷川実花展」は、
７/２０～９/２９まで開かれ、過去最高の入場
者で賑わいました。来場者は36,816人で、駐車
場には県外ナンバーも多くみられました。
　また、期間中９回行われた「ナイトミュージ
アム」では、若い女性を中心に多くの観客が来
られ、魅力ある写真に見入っていました。
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今
回
の「
議
会
だ
よ
り
」か
ら
、左
記

記
載
の
市
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
で
今
後
２
年
間
、８
回
発

行
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
よ
り
新
し
い
議
員
が
新
メ
ン
バ
ー

に
入
り
ま
し
た
の
で
、従
来
と
は
多
少

違
っ
た
構
成
等
を
取
り
入
れ
な
が
ら
編

集
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、５
年
後
に
は
福

井
国
体
、７
年
後
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、平
成
27

年
３
月
に
は
北
陸
新
幹
線
金
沢
駅
開
業

と
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
も
新
幹
線
金
沢
駅
開

業
に
よ
り
今
以
上
の
集
客
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
行
政
と
一
体

と
な
っ
て「
お
も
て
な
し
」を
実
践
し
、真

心
で
活
動
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
動
向
を「
議
会
だ
よ
り
」

で
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
、編
集
し
て
参

り
ま
す
。

（
坪
田
）

「切通し」
　あわら市細呂木から吉崎に向かう道（蓮如街道）と旧北陸道の分岐点に「のこぎり坂」という石碑が建って
います。
　1207年、承元の法難で越後への流罪となった親鸞が、越前の弟子と別れを惜しみ謡ったという「音に聞
く  のこぎり坂の引き別れ、身の行く末は、心  ほそろぎ」という和歌を
残したと伝えられています。
　そこから吉崎に向かう道に、見事な「切通し」が現れます。1888年（明
治21年）、天爵大神と名乗る尾張藩の家臣「水谷忠厚」が、細呂木村の
長「上坂家」を訪ね、村人と相談し、この、「のこぎり坂」のある鴫谷山を
切り通し、歩きやすい道にする事になりました。
　わずか３ケ月で完成したこの「切通し」、蓮如さんの旧跡地「吉崎」を
訪れるために作られたこの道には、多くの村人の思いが、今なおここ
に眠っているような気がします。　　　　　　　　　　　　　　（山本）

　　市民の皆さまに日ごろの議会活動を広く知っていただくために、議会報告会を開催します。
　いずれの会場でもお気軽にご参加ください。お待ちしております。

議会報告会を12会場で開催します

10月28日（月）
19：30～21:00

番田区民館

本荘公民館

中浜区民館

細呂木公民館

日
時

会
　
　
場

10月29日（火）
19：30～21:00

波松区民館

金津本陣ＩＫＯＳＳＡ（３階）

あわら市商工会 本所

北潟公民館

10月30日（水）
19：30～21:00

名泉郷会館

剱岳公民館

伊井公民館

浜坂区民館

おさ しぎたに

議会がインターネットで視聴できます。 あわら市議会インターネット中継
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藤野厳九郎と魯迅の像

一方通行　社会実験の様子

9月定例会 平成25年度一般会計補正予算（第2号）

2億9,641万円を増額

■一般会計予算総額は１２６億１，６７４万２千円に
■決算審査特別委員会を設置
　委員長　　山田重喜　　副委員長　平野時夫
　委　員　　山本　篤、毛利純雄、吉田太一、森　之嗣、杉本隆洋、山川知一郎
■環境対策調査特別委員会を設置
　委員長　　三上　薫　　副委員長　山田重喜
　委　員　　平野時夫、毛利純雄、吉田太一、山川知一郎、北島　登、東川継央
■市街地活性化調査特別委員会を設置
　委員長　　森　之嗣　　副委員長　山本　篤
　委　員　　杉本隆洋、八木秀雄、向山信博、坪田正武、卯目ひろみ、山川　豊、杉田　剛

■一般会計予算総額は１２６億１，６７４万２千円に
■決算審査特別委員会を設置
　委員長　　山田重喜　　副委員長　平野時夫
　委　員　　山本　篤、毛利純雄、吉田太一、森　之嗣、杉本隆洋、山川知一郎
■環境対策調査特別委員会を設置
　委員長　　三上　薫　　副委員長　山田重喜
　委　員　　平野時夫、毛利純雄、吉田太一、山川知一郎、北島　登、東川継央
■市街地活性化調査特別委員会を設置
　委員長　　森　之嗣　　副委員長　山本　篤
　委　員　　杉本隆洋、八木秀雄、向山信博、坪田正武、卯目ひろみ、山川　豊、杉田　剛

総合防災訓練（吉崎小学校9月29日）総合防災訓練（吉崎小学校9月29日）

　平成２５年９月定例会が９月２日から２０日までの会期で開催されました。
　今定例会では、専決処分に関する１議案及び健全化判断比率等の報告に関する２議案を受理しました。決算
の認定１０議案、補正予算に関する３議案、条例の制定及び改正に関する５議案、財産の取得に関する１議案
の計２２議案が上程され、決算の認定を除く９議案はすべて原案のとおり可決しました。決算の認定については、
決算審査特別委員会において審査することから、継続審査となりました。
　また、今回は１０名の議員が一般質問を行い、理事者に対して市政をただしました。
　その他、陳情１件を採択とし、また、議員発議による意見書１件を可決しました。
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２
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９
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下
７
月
30
日
、31
日
開
催
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編
集
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別
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会
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教
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会

厚
生
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済
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

第
67
回
議
会
定
例
会　

閉
会

お
も
な
会
議
の
み
掲
載

議
会
日
誌

日
中
友
好
都
市
締
結

30
周
年
記
念
事
業

５
０
０
万
円

日
中
友
好
都
市
締
結

30
周
年
記
念
事
業

５
０
０
万
円

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

委
員 

中
国
と
の
関
係
が
悪

化
し
て
い
る
中
で
、
式
典
を

行
う
意
義
が
あ
る
の
か
。

理
事
者 

藤
野
厳
九
郎
と
魯

迅
の
師
弟
愛
か
ら
交
流
が
始

ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
だ

か
ら
こ
そ
、
人
と
人
と
の
交

流
を
大
事
に
し
た
い
。

■
総
務
課

温
泉
情
緒
あ
ふ
れ
る

華
や
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
９
千
４
７
５
万
円

追
加

温
泉
情
緒
あ
ふ
れ
る

華
や
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
９
千
４
７
５
万
円

追
加

委
員 

市
道
田
中
々
舟
津
線

の
一
方
通
行
の
社
会
実
験
に

つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
が
、
回
収
率
が
８
・

１
％
と
低
く
、
民
意
を
把
握

で
き
る
の
か
。

理
事
者 

今
後
と
も
地
元
と

の
意
見
調
整
は
何
度
も
行
い

た
い
。
計
画
が
こ
の
ま
ま
進

む
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
変

更
す
る
場
合
は
、
再
度
議

委
員 

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
調
査

委
託
料
で
２
０
０
万
円
の
追

加
理
由
は
。

理
事
者 

花
を
飾
る
場
所
を

１
ヶ
所
か
ら
３
ヶ
所
に
変
更

し
た
た
め
調
査
設
計
費
が
１

０
０
万
円
か
ら
３
０
０
万
円

に
増
え
た
。

委
員 

計
画
が
出
来
上
が
っ

て
か
ら
報
告
す
る
の
で
は
な

く
、
も
っ
と
議
会
の
意
見
に

耳
を
傾
け
る
べ
き
で
あ
る
。

■
政
策
課

要
保
護
及
び

準
要
保
護
援
助
費

２
０
０
万
円
追
加

要
保
護
及
び

準
要
保
護
援
助
費

２
０
０
万
円
追
加

委
員 

要
保
護
及
び
準
要
保

護
世
帯
を
ど
の
よ
う
に
審
査

し
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

申
請
が
あ
っ
た
時

点
で
、
市
と
学
校
で
要
綱
に

合
致
す
る
か
を
調
査
し
、
な

お
且
つ
、
地
元
の
民
生
委
員

の
意
見
も
聞
い
て
判
断
し
て

い
る
。

■
教
育
総
務
課

文
化
財
保
存
修
理
等

補
助
金
２
５
０
万
円

文
化
財
保
存
修
理
等

補
助
金
２
５
０
万
円

委
員 

県
指
定
文
化
財
で
あ

る
本
荘
春
日
神
社
本
殿
の

保
存
修
復
工
事
に
２
５
０
万

円
計
上
さ
れ
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
。

理
事
者 

今
ま
で
は
、
市
指

■
文
化
学
習
課

平
成
25
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

委
員 

今
ま
で
は
、
退
職
し

た
職
員
が
公
民
館
長
等
に

な
っ
て
い
た
が
、
今
後
ど
う

な
る
の
か
。
ま
た
、
再
任
用

を
す
る
こ
と
で
新
採
用
や
臨

時
職
員
を
減
ら
す
方
向
で
考

え
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

今
ま
で
は
、
59
歳

で
退
職
勧
奨
し
て
い
た
が
、

今
後
は
60
歳
の
定
年
退
職
で

あ
る
た
め
、
公
民
館
等
の
職

員
と
し
て
職
を
斡
旋
す
る
よ

う
な
事
は
行
わ
な
い
。

　

こ
の
制
度
は
、
年
金
支

あ
わ
ら
市
職
員
の

再
任
用
に
関
す
る

条
例
の
制
定

委
員 

配
送
車
の
入
札
に
あ

た
っ
て
、
ア
ル
ミ
製
荷
台
の

仕
様
が
業
者
指
定
と
な
っ
て

い
た
が
、
明
確
な
理
由
な
し

に
業
者
を
指
定
す
べ
き
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
な
入
札
の

在
り
方
は
、
今
後
、
改
め

る
べ
き
で
あ
る
。

学
校
給
食
配
送
車

の
取
得
に
つ
い
て

会
に
報
告
す
る
。

事業内容
・温泉街道路（市道田中々舟津線、
芦原三国線）に石畳歩道設置
・湯のまち駅南口駐車場整備
・ミニ公園（ポケットパーク）整備

定
文
化
財
の
み
、
補
修
補

助
が
上
限
50
万
円
だ
っ
た
が
、

今
回
か
ら
補
助
金
要
綱
を
改

正
し
、
国
、
県
、
市
の
全
て

の
指
定
文
化
財
に
お
い
て
補

助
上
限
を
２
５
０
万
円
と
し

た
。

給
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

た
め
に
つ
く
っ
た
が
、
再
任

用
の
職
員
が
市
の
職
員
定
数

に
入
っ
て
く
る
の
で
、
新
採

用
数
と
の
関
係
が
難
し
い
。

新
採
用
職
員
は
少
し
で
あ
っ

て
も
採
用
す
べ
き
で
、
再
任

用
の
た
め
に
新
採
用
を
減
ら

す
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
い

る
。
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市政について問う市政について問う市政について問う市政について問う

吉
田 

太
一 

議
員

吉
田 

太
一 

議
員

代替施設のよしの旅館

金津小学校グラウンド

　

重
要
な
案
件
に
つ
い
て
は

議
会
と
相
談
し
な
が
ら
進
め

る
べ
き
と
い
う
強
い
要
請
を

し
ま
し
た
。

議
案
外

北
潟
湖
水
質
浄
化

推
進
事
業
費
７
万
円

北
潟
湖
水
質
浄
化

推
進
事
業
費
７
万
円

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

委
員 

北
潟
湖
水
質
改
善
研

究
会
（
仮
称
）
の
委
員
構

成
は
。
ま
た
、
県
か
ら
の
補

助
は
あ
る
の
か
。

理
事
者 

県
か
ら
の
補
助
金

は
な
い
。
研
究
会
の
委
員
は
、

学
識
経
験
者
１
名
、
市
民

９
名
の
構
成
を
考
え
て
い
る
。

■
市
民
生
活
課

私
立
保
育
所
・
幼
児
園
運
営

事
業
保
育
所
職
員
処
遇
改
善

交
付
金
事
業
等
補
助
金

１
千
４
４
０
万
円

私
立
保
育
所
・
幼
児
園
運
営

事
業
保
育
所
職
員
処
遇
改
善

交
付
金
事
業
等
補
助
金

１
千
４
４
０
万
円

委
員 

公
立
と
私
立
と
の
処

遇
の
差
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

継
続
事
業
な
の
か
。

理
事
者 

公
立
と
私
立
で
差

■
子
育
て
支
援
課

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

百
寿
苑
代
替
施
設
改

修
工
事
費
６
０
０
万
円

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

百
寿
苑
代
替
施
設
改

修
工
事
費
６
０
０
万
円

委
員 

５
年
を
目
途
と
し
て

い
る
が
、そ
の
理
由
は
。
ま
た
、

方
向
性
を
見
出
す
な
ら
ば
、

２
年
以
内
に
結
論
を
出
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

あ
わ
ら
温
泉
の
旅

館
を
暫
定
的
に
使
用
す
る
た

め
の
改
修
工
事
で
あ
り
、
施

設
を
利
用
し
な
が
ら
新
し
い

案
を
考
え
る
。
二
つ
の
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
が
必
要
か
ど

■
健
康
長
寿
課

鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策
事
業

補
助
金
１
４
５
万
８
千
円

鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策
事
業

補
助
金
１
４
５
万
８
千
円

委
員 

防
止
柵
は
ど
の
辺
ま

で
整
備
し
て
い
る
の
か
、ま
た
、

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
10
基
の
監

視
場
所
は
ど
こ
な
の
か
。

理
事
者 

防
止
柵
は
現
在
、

剱
岳
、
坪
江
地
区
で
28
㎞

整
備
し
て
お
り
、
今
年
度
は

笹
岡
地
区
、
７
・
６
㎞
を
予

定
し
て
い
る
。

　

カ
メ
ラ
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ

り
柵
を
破
ら
れ
た
箇
所
に
設

置
し
、
行
動
を
調
査
す
る
も

の
で
あ
る
。

■
農
林
水
産
課

北
陸
新
幹
線
開
業
対
策

事
業
委
託
料

１
千
２
１
６
万
３
千
円

北
陸
新
幹
線
開
業
対
策

事
業
委
託
料

１
千
２
１
６
万
３
千
円

委
員 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｃ
Ｍ
、

ビ
デ
オ
は
ど
こ
で
放
映
す
る

の
か
、
ま
た
、
美
食
フ
ェ
ア

＆
食
事
会
の
内
容
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｃ

Ｍ
用
は
30
秒
程
度
で
あ
り
、

県
外
で
行
う
商
談
会
等
で
使

用
し
、
ビ
デ
オ
に
つ
い
て
は

新
設
の
足
湯
内
で
放
映
予

定
で
あ
る
。

　

美
食
フ
ェ
ア
は
、
市
の
特

産
物
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
料

理
を
作
り
、
首
都
圏
を
中

心
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
最
大

の
狙
い
で
あ
り
、
旅
行
社
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
等
の
全
国

に
発
信
力
の
あ
る
方
を
招
待

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
観
光
商
工
課

市
道
千
束
・
赤
尾
線
流
末

排
水
工
事
費
５
０
０
万
円

市
道
千
束
・
赤
尾
線
流
末

排
水
工
事
費
５
０
０
万
円

■
建
設
課

越
前
加
賀
宗
教
文
化

街
道
環
境
整
備
事
業

３
千
７
０
０
万
円

越
前
加
賀
宗
教
文
化

街
道
環
境
整
備
事
業

３
千
７
０
０
万
円

委
員 

加
賀
市
と
共
同
で
の
一

向
一
揆
資
料
館
（
仮
称
）
の

整
備
は
、
以
前
、
似
た
施

委
員 

排
水
は
農
業
排
水
で

も
あ
り
、
土
地
改
良
な
ど
の

合
併
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
補
助
金

３
４
３
万
９
千
円

合
併
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
補
助
金

３
４
３
万
９
千
円

■
上
下
水
道
課

委
員 

公
共
下
水
道
事
業
で

施
工
で
き
な
い
の
か
。

理
事
者 

国
道
８
号
の
規
制

の
関
係
で
縦
断
を
認
め
て
く

れ
な
い
状
況
で
あ
り
、
区
民

に
は
合
併
浄
化
槽
で
の
理
解

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

平
成
25
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

が
あ
り
、
更
に
私
立
の
中
で

も
差
が
あ
る
。
事
業
の
継
続

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
み

と
考
え
て
い
る
。

う
か
も
検
討
し
、
関
係
者
と

相
談
し
な
が
ら
、
２
年
程
度

で
方
向
性
が
出
せ
れ
ば
残
り

の
３
年
で
準
備
で
き
る
。

設
を
手
放
し
た
経
緯
も
あ
り
、

集
客
が
見
込
め
る
の
か
。
建

設
予
定
地
は
県
境
で
あ
り
、

リ
ス
ク
が
高
い
と
感
じ
る
。

ま
た
、
加
賀
市
の
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

理
事
者  

現
在
、Ｊ
Ｒ
芦
原

温
泉
駅
周
辺
、
温
泉
街
、

北
潟
湖
周
辺
の
３
箇
所
の
整

備
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
中

で
加
賀
市
と
連
携
し
、
県
境

周
辺
を
整
備
す
る
。

　

関
東
方
面
に
発
信
で
き
る

も
の
と
し
て
、
県
境
ゆ
え
に

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
観

光
資
源
力
が
あ
る
。
効
果
が

あ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

　

現
在
、
加
賀
市
の
予
算

に
つ
い
て
は
調
査
費
だ
け
で

あ
る
。

補
助
金
等
は
使
え
な
か
っ
た

の
か
。

理
事
者 

側
溝
の
抜
本
的
な

改
修
で
は
な
い
た
め
、
単
独

事
業
で
お
願
い
し
た
い
。

委
員 

今
か
ら
で
も
土
地
改

良
区
と
協
議
し
県
の
補
助
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

■吉田 太一 議員
●学習環境の整備について

■三上 薫 議員
●給食センターの運営について

■毛利 純雄 議員
●空き家対策について

■坪田 正武 議員
●学校給食センターの地産地消について
●乗合タクシーについて

■平野 時夫 議員
●がん検診受診率向上と予防対策について
●小型家電リサイクル推進について

■卯目 ひろみ 議員
●放課後子どもクラブの料金見直しについて
●歩道を含めた道路の維持管理について

■八木 秀雄 議員
●子育て支援センターの０歳児利用状況について
●あわら市の観光振興計画の成果について
●温泉街に宿泊観光客が街歩きする対策はあるのか

■山本 篤 議員
●温泉情緒あふれる華やぎのまちづくり事業における「ソ
フト事業」について

●まちづくり政策について
●2018年福井国体に向けた取り組みについて

■山川 知一郎 議員
●「社会保障改革」について
●市道瓜生・後山線の改修について
●鳥獣害対策について

■向山 信博 議員
●鳥獣害に対する市の対応について

9月の定例会では、10名の議員が一般質問を行いました。
ここでは、その質問と答弁の要旨を掲載します。（通告順）

各
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
状
況
は
、
砂

利
が
浮
き
出
る
な
ど
、
危

険
な
状
態
で
あ
る
。
プ
ー

ル
の
改
修
も
大
切
だ
が
、

使
用
頻
度
の
高
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
を
優
先
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
県
内
９
市
の
う

ち
で
、
エ
ア
コ
ン
設
置
の
計

画
が
な
い
の
は
あ
わ
ら
市
だ

け
で
あ
る
。

　

猛
暑
等
の
異
常
気
象
が

続
く
中
、
特
に
中
学
校
は

２
学
期
制
導
入
に
よ
り
、

夏
休
み
が
短
く
な
っ
て
い
る
。

一
刻
も
早
く
対
応
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

学
習
環
境
の

整
備
に
つ
い
て

学
習
環
境
の

整
備
に
つ
い
て

吉
田

グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
に
つ
い
て
は
、表
面
の
土

が
流
失
や
飛
散
に
よ
り
、路

盤
の
砂
利
が
出
て
き
て
い
る

箇
所
が
あ
り
ま
す
。そ
の
危

険
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、そ

の
都
度
、応
急
的
な
補
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
補
正
予
算
で
金
津

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修

の
設
計
委
託
料
を
計
上
し

て
い
ま
す
が
、今
後
は
他
の

学
校
に
つ
い
て
も
現
地
調
査

を
行
っ
た
上
で
、危
険
な
箇

所
及
び
排
水
関
係
に
つ
い
て

教
育
長

は
、部
分
補
修
又
は
全
面
的

な
改
修
を
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

冷
暖
房
機
の
設
置
計
画

に
つ
い
て
は
、体
育
館
の
天
井

落
下
防
止
対
策
工
事
、小
学

校
の
大
規
模
改
修
工
事
、

プ
ー
ル
の
改
修
工
事
、グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
工
事
等
の
各

学
校
施
設
整
備
に
係
る
工

事
が
控
え
て
い
る
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
、明
確
な
設
置

計
画
は
示
せ
ま
せ
ん
。し
か

し
、他
の
整
備
工
事
と
調
整

し
、平
成
27
年
度
を
目
標
に

取
り
か
か
り

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、夏

休
み
期
間
中

に
補
習
や
授

業
が
あ
る
中

学
校
か
ら
検

討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
議
状
況
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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乗合タクシー

八
木 

秀
雄 

議
員

八
木 

秀
雄 

議
員

イノシシ

坪
田 

正
武 

議
員

坪
田 

正
武 

議
員

山
本
　
篤 

議
員

山
本
　
篤 

議
員

向
山 

信
博 

議
員

向
山 

信
博 

議
員

育
児
の
負
担
を

軽
く
す
る
た
め
、
特
に
０

歳
児
の
登
録
や
利
用
を
増

や
す
よ
う
に
各
種
対
策
を

講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の

地
産
地
消
に
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
の

地
産
地
消
に
つ
い
て

八
木

食
材
と
な
る
米
、

野
菜
、果
物
等
は
ど
こ
か
ら

購
入
す
る
の
か
。

坪
田

０
歳
児
の
平
均

登
録
数
は
、乳
幼
児
全
体
の

約
５
割
に
相
当
し
、保
育
所

に
入
所
し
て
い
な
い
乳
幼
児

の
セ
ン
タ
ー
利
用
率
は
高
い

と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
は
、乳
幼
児
健
診
や

離
乳
食
教
室
に
当
セ
ン
タ

ー
の
職
員
が
出
向
い
て
の
説

明
や
、地
区
公
民
館
に
お
い

て
出
前
式
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
す
る
な
ど
、当

市
長

誘
客
に
つ
な
が
る

ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
す
る

上
で
、市
民
と
の
連
携
は
不

可
欠
で
す
。地
域
ご
と
の
観

光
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議

や
金
津
本
陣
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
会
議
を

立
ち
上
げ
、地
域
資
源
活
用

等
に
よ
る
協
議
を
促
し
て
い

ま
す
。

市
長

米
に
つ
い

て
は
、公
益
財
団
法
人
福
井

県
学
校
給
食
会
か
ら
購
入

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。学
校
給
食
会
で
は
、

福
井
県
経
済
連
か
ら
各
市

町
の
地
元
産
米
を
購
入
し
、

県
内
各
市
町
の
給
食
セ
ン

タ
ー
や
学
校
へ
納
品
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、野
菜
、果
物
等
に

つ
い
て
は
、な
る
べ
く
地
元
の

食
材
を
使
用
す
る
よ
う
注

文
書
に
産
地
を
明
記
し
、地

元
業
者
や
農
協
な
ど
か
ら

教
育
部
長

乗
合
タ
ク
シ
ー
に

　
　
　
　
　

つ
い
て

乗
合
タ
ク
シ
ー
に

　
　
　
　
　

つ
い
て

市
内
タ
ク
シ
ー

業
者
５
社
に
委
託
し
運
行

し
て
い
る
が
、配
車
に
つ
い

て
問
題
な
い
の
か
。

　

ま
た
、停
留
所
の
追
加
申

請
が
あ
っ
た
場
合
は
対
応

し
て
も
ら
え
る
の
か
。

　

旅
行
者
で
も
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
利
用
で
き
る
の
か
。

坪
田

配
車

に
つ
い
て
は
、市
内
５
社
の

事
業
者
が
保
有
し
て
い
る
タ

ク
シ
ー
車
両
台
数
に
比
例

し
た
頻
度
で
、配
車
セ
ン

タ
ー
が
振
り
分
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ト

ラ
ブ
ル
が
無
い
よ
う
に
事
業

者
と
は
随
時
連
絡
会
を
開

催
し
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

停
留
所
に
つ
い
て
は
、平

市
民
生
活
部
理
事

こ
れ
ま
で
、
電

気
柵
や
固
定
柵
の
設
置
、

捕
獲
檻
に
よ
る
捕
獲
な
ど
、

対
策
を
講
じ
て
き
た
が
、
ハ

ク
ビ
シ
ン
や
イ
ノ
シ
シ
の
農

作
物
へ
の
被
害
範
囲
が
近

年
拡
大
し
て
い
る
。
農
業

者
の
高
齢
化
な
ど
で
、
地

域
で
の
対
応
が
益
々
困
難

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
将

来
に
向
け
て
抜
本
的
な
対

策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

有
害
鳥
獣
に
対
す
る

市
の
対
応
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
に
対
す
る

市
の
対
応
に
つ
い
て

向
山

イ
ノ

シ
シ
の
農
地
へ
の
侵
入
を
防

止
す
る
た
め
に
、金
津
東
部

地
区
鳥
獣
害
対
策
協
議
会

で
は
、平
成
15
年
度
か
ら
電

経
済
産
業
部
長

温
泉
街
の
ソ
フ
ト

　
　

事
業
の
展
開
は

温
泉
街
の
ソ
フ
ト

　
　

事
業
の
展
開
は

ハ
ー
ド
先
行
で
、

「
温
泉
情
緒
あ
ふ
れ
る
華

や
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り
」
事

業
を
推
し
進
め
て
い
る
が
、

国
庫
補
助
が
見
込
め
な
い

ソ
フ
ト
事
業
の
展
開
に
つ
い

て
、
財
源
や
施
策
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

山
本

観
光
協
会
の
独

立
性
の
確
保
と
新
た
な
機

構
改
革
は
、北
陸
新
幹
線
金

沢
駅
開
業
ま
で
は
、現
体
制

で
対
処
す
べ
き
と
考
え
て
い

ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、長
期

市
長

新
た
な
機
構
改
革
が

必
要
で
は

新
た
な
機
構
改
革
が

必
要
で
は北

陸
新
幹
線
金

沢
駅
開
業
に
向
け
、
観
光

誘
致
を
行
っ
て
い
る
が
、
新

た
な
観
光
資
源
を
作
っ
て
い

く
姿
勢
が
見
ら
れ
ず
、
将

来
を
見
据
え
た
「
ま
ち
づ

く
り
」
政
策
を
推
し
進
め

る
た
め
に
、
新
た
な
機
構

改
革
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
。 山

本

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
の
研
修
が
必
須
で

あ
り
、現
在
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
ん
で
い
る
、市
体
育
施
設

利
用
者
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
事

業
参
加
者
を
中
心
に
、そ
の

輪
を
広
げ
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
の
輪
を
広
げ
、県
の
掲
げ

る「
１
県
民
１
ス
ポ
ー
ツ
」の

趣
旨
に
沿
い
、あ
わ
ら
市
に

お
い
て
も「
１
市
民
１
ス
ポ

ー
ツ
」を
目
指
し
ま
す
。

市
長

２
０
１
８

福
井
国
体
の
準
備
は

２
０
１
８

福
井
国
体
の
準
備
は

福
井
国
体
開
催

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

山
本

気
柵
の
設
置
、平
成
20
年
度

か
ら
は
、年
間
を
通
し
て
侵

入
防
止
効
果
が
高
い
金
網

固
定
柵
に
よ
る
侵
入
防
止

柵
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

平
成
24
年
度
ま
で
に
延
べ

28
㎞
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。本
年
度
か
ら
は
、広
域

圏
清
掃
セ
ン
タ
ー
周
辺
の

山
際
約
15
・
４
㎞
を
２
ヶ
年

で
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、固
定
柵
を
壊
し

て
の
侵
入
の
ほ
か
、公
道
や

河
川
な
ど
の
防
ぎ
よ
う
の
な

い
箇
所
か
ら
の
侵
入
又
は
侵

入
防
止
柵
の
未
整
備
地
区

で
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
は
、侵
入
さ

れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
、生
ゴ
ミ
や

野
菜
く
ず
の
投
棄
、

水
稲
の
二
番
穂
な
ど

の「
餌
付
け
に
な
る

こ
と
を
し
な
い
こ

と
」、ま
た
、あ
ぜ
草

や
山
際
の
草
木
を
伐

採
し
て
、見
通
し
を

良
く
す
る
な
ど
、「
田

畑
に
近
づ
け
さ
せ
な
い
こ

と
」を
農
業
者
や
集
落
、地

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、今
回
の
補
正

予
算
に
お
い
て
、鳥
獣
害
の

行
動
を
観
察
し
、そ
の
行
動

パ
タ
ー
ン
か
ら
捕
獲
対
策
の

強
化
や
侵
入
防
止
の
効
果

を
高
め
る
た
め
の
セ
ン
サ
ー

カ
メ
ラ
の
導
入
に
係
る
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、国
、県
は
も
と

よ
り
、関
係
機
関
、猟
友
会

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化

し
、被
害
の
減
少
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
活
用
す
べ
き

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
活
用
す
べ
き

市
総
合
振
興
計

画
の
中
に
、
重
点
施
策
で

「
多
様
な
資
源
の
魅
力
づ

け
と
連
携
」
と
掲
げ
様
々

な
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
成
果
は
。

八
木

地
域
再
生
を
目

指
す
市
商
工
会
及
び
旅
館

協
同
組
合
青
年
部
や
農
業

に
従
事
す
る
青
年
等
が
集

結
し
、そ
の
成
果
と
し
て
、あ

わ
ら
湯
け
む
り
創
生
塾
が

立
ち
上
げ
ら
れ
、各
種
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、湯
の
ま
ち
広

場
、セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ
ら
、北

潟
湖
周
辺
な
ど
、多
様
な
資

源
を
連
携
さ
せ
、そ
れ
ぞ
れ

市
長

観
光
振
興
施
策
の

　
　
　
　
　

成
果
は

観
光
振
興
施
策
の

　
　
　
　
　

成
果
は

観
光
客
に
街
歩

き
を
促
す
た
め
の
ソ
フ
ト
事

業
は
。
八
木

今
回
の
補
正
予

算
で
、今
話
題
の
映
画
監

督
、田
中
光
敏
氏
に
よ
る
地

域
が
一
体
と
な
っ
た
ド
ラ
マ

仕
立
て
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ビ
デ
オ
を
制
作
し
、来
年
３

月
完
成
予
定
の
足
湯
に
お

い
て
も
そ
の
映
像
を
上
映
す

る
な
ど
、観
光
客
に
対
す
る

ま
ち
歩
き
の
魅
力
を
誘
発

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、あ
わ
ら
温
泉
の
価

値
を
更
に
高
め
て
い
く
た

め
、旅
館
協
同
組
合
等
と
の

連
携
を
一
層
強
化
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

観
光
客
が
街
歩
き
す

る
対
策
は
あ
る
の
か

観
光
客
が
街
歩
き
す

る
対
策
は
あ
る
の
か

セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

き
た
成
果
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
当
セ
ン
タ
ー
の

機
能
強
化
に
努
め
、満
足
度

の
高
い
施
設
運
営
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
特
性
を
生
か
し
た
地
域

づ
く
り
に
貢
献
す
る
事
業

を
実
施
し
て
ま
す
。

　

次
に
、お
も
て
な
し
の
向

上
や
観
光
ガ
イ
ド
育
成
と
い

っ
た
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て

は
、国
・
県
に
よ
る
十
分
な

補
助
事
業
は
用
意
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。市
費
単
独
で
の

実
施
も
視
野
に
、充
実
し
た

ソ
フ
ト
事
業
が
展
開
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。

的
な
取
り
組
み
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
度
を
増
し
て
い

く
も
の
と
考
え
ら
れ
、国
・
県

の
動
向
や
社
会
情
勢
を
見

極
め
な
が
ら
適
切
に
判
断

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

見
積
を
出
し
て
も
ら
い
、品

目
毎
に
価
格
が
安
い
業
者

か
ら
購
入
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

成
24
年
10
月
に
見
直
し
を

行
っ
て
お
り
、市
と
し
て
は

こ
れ
を
も
っ
て
変
更
や
追
加

は
完
了
し
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、あ
わ

ら
市
民
だ
け
で
な
く
誰
で
も

登
録
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。登
録
申
請
書
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
出
来
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、郵
送
に
よ
る
申
請

や
代
理
申
請
も
で
き
ま
す
。

　

今
後
、観
光
分
野
で
乗
合

タ
ク
シ
ー
を
活
用
す
る
た
め

に
は
、制
度
の
見
直
し
が
必

要
で
あ
り
、今
後
の
課
題
と

し
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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市道瓜生・後山線

平
野 

時
夫 

議
員

平
野 

時
夫 

議
員

空き家の例

小型家電回収ボックスの例

街路樹により破損した歩道

毛
利 

純
雄 

議
員

毛
利 

純
雄 

議
員

卯
目 

ひ
ろ
み 

議
員

卯
目 

ひ
ろ
み 

議
員

山
川 

知
一
郎 

議
員

山
川 

知
一
郎 

議
員

二
人
に
一
人
は
が

ん
に
な
る
時
代
で
あ
る
。

が
ん
健
診
受
診
率
向
上
の

た
め
、
受
診
勧
奨
制
度
の

継
続
と
、
大
腸
が
ん
検
診

の
検
体
を
利
用
し
た
ピ
ロ

リ
菌
検
査
を
導
入
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

サ
ー
ビ
ス
を
削
り
、

負
担
を
増
や
す

「
社
会
保
障
改
革
」に

反
対
を

サ
ー
ビ
ス
を
削
り
、

負
担
を
増
や
す

「
社
会
保
障
改
革
」に

反
対
を

平
野

国
が
今
後
３

年
間
で
行
お
う
と
し
て
い
る

「
社
会
保
障
改
革
」は
、介
護

保
険
関
係
で
要
支
援
者
の

介
護
保
険
か
ら
の
切
り
離

し
、70
〜
74
歳
の
医
療
費
窓

口
負
担
を
２
倍
に
す
る
、年

金
に
つ
い
て
も
支
給
開
始
年

齢
を
引
き
上
げ
る
、と
い
う

も
の
で
、「
い
つ
で
も
誰
で
も

安
心
し
て
医
療
や
介
護
を

受
け
ら
れ
、生
活
で
き
る
年

金
を
」と
い
う
多
く
の
国
民

の
願
い
を
踏
み
に
じ
る
も
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な「
社
会
保
障

改
革
」に
つ
い
て
、市
長
は
ど

山
川
知 受

診
率
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、今
後
も
坂
井

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、職
域
に
対
し
受
診
勧

奨
を
行
い
、企
業
へ
出
前
健

診
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、受
診
勧
奨
制
度
の
継

続
要
望
を
県
に
対
し
行
い
、

更
な
る
受
診
率
ア
ッ
プ
に
つ

市
長

現
在
、あ

わ
ら
市
の
料
金
は
お
や
つ
代

も
含
め
月
額
８
千
円
、夏
休

み
中
は
１
万
２
千
５
０
０
円

で
す
。県
内
の
状
況
は
、無

料
か
ら
、夏
休
み
中
の
１
万

６
千
円
ま
で
、様
々
な
設
定

で
あ
り
ま
す
が
、他
市
と
比

べ
、確
か
に
高
め
の
設
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、市
内
全
域
が
認
定

子
ど
も
園
と
な
る
平
成
27

教
育
部
長

市
道
瓜
生
・
後
山
線

　
　
　
　
の
改
修
を

市
道
瓜
生
・
後
山
線

　
　
　
　
の
改
修
を

市
道
瓜
生
・

後
山
線
は
勾
配
が
き
つ
い

た
め
、今
ま
で
何
件
も
事
故

が
起
き
て
お
り
、積
雪
期
に

は
通
行
不
能
と
な
る
。早
急

に
改
修
す
べ
き
で
は
な
い

か
。 山

川
知

少
子
高
齢
化
が

進
む
中
で
、「
社
会
保
障
改

革
」は
必
要
な
こ
と
と
思
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、そ
の
た
め

の
財
源
と
し
て
、消
費
税
の

引
き
上
げ
は
や
む
を
得
な
い

と
考
え
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、現
在
の
水
準
を
維
持
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、財
政
的
に
市
の
負
担

増
と
な
ら
な
い
よ
う
、国
に

求
め
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
予
防
施
設
に
つ
い
て

は
、増
え
て
い
る
空
き
家
な

ど
も
利
用
し
て
、小
学
校
区

単
位
で
設
置
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、し
っ
か
り
と
し

た
運
営
主
体
が
な
か
な
か

見
つ
か
ら
ず
、進
ん
で
い
な
い

状
況
で
、今
後
と
も
努
力
し

市
長

財
政
的
に

す
ぐ
に
は
困
難
で
あ
る
が
、

事
業
費
の
試
算
を
行
い
改

修
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

土
木
部
長

少
子
高
齢
化
、

核
家
族
化
等
、
時
代
の
変

化
に
よ
り
、
空
き
家
率
が

高
く
な
り
、
近
隣
住
民
が

倒
壊
、
不
審
者
の
侵
入
や

放
火
な
ど
の
不
安
を
抱
い

て
い
る
。
市
民
の
安
全
安

心
の
た
め
、
空
き
家
の
適

正
管
理
及
び
再
生
等
に
関

し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
の
か
。

　

市
内
で
の
空
き
家
の
総

数
、
そ
の
中
で
管
理
が
行

き
届
い
て
い
な
い
家
屋
が
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　

区
長
等
か
ら
の
苦
情
・

相
談
に
つ
い
て
ど
の
様
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。

　

他
市
で
は
条
例
を
制
定

空
き
家
対
策
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

空
き
家
対
策
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

毛
利

空
き
家
の
総
数

は
昨
年
９
月
の
調
査
時
点

で
は
、一
般
住
宅
で
４
９
３

戸
あ
り
、こ
の
内
で
再
利
用

が
困
難
と
思
わ
れ
る
も
の
が

95
戸
で
、現
在
も
増
加
傾
向

に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

区
長
等
か
ら
の
苦
情
相

談
へ
の
対
応
は
、原
則
と
し

て
民
民
間
の
問
題
で
あ
り
、

苦
情
の
申
立
者
と
所
有
者

と
の
間
で
の
解
決
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。　

　

し
か
し
、極
め
て

例
外
的
に
、空
き
家

が
今
に
も
道
路
に
倒

壊
し
そ
う
な
状
況

で
、か
つ
所
有
者
が

は
っ
き
り
し
て
い
る

場
合
に
は
、所
有
者

に
対
し
口
頭
で
対
処

を
依
頼
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
の
管
理
の

適
正
化
を
図
る
た
め

市
長

放
課
後
子
ど
も
ク
ラ

ブ
の
料
金
に
つ
い
て

放
課
後
子
ど
も
ク
ラ

ブ
の
料
金
に
つ
い
て

あ
わ
ら
市
の
放

課
後
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
利

用
料
金
が
県
内
他
市
町
と

比
べ
高
額
で
あ
る
。
今
後
、

料
金
を
見
直
す
考
え
は
な

い
か
。

卯
目

車
、
歩
行

者
の
通
行
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、主
に
年
２
回
草

刈
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。更

に
、ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
年

３
回
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

市
内
に
は
１
千
８
０
０

本
の
街
路
樹
が
あ
り
、丁
寧

土
木
部
長

歩
道
を
含
め
た
道
路
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

歩
道
を
含
め
た
道
路
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

主
要
道
路
の
草

刈
り
、
清
掃
、
街
路
樹
の

剪
定
な
ど
年
間
を
通
し
て

ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
管

理
し
て
い
る
の
か
。

　

街
路
樹
の
根
に
よ
り
、

歩
道
を
浮
き
上
が
ら
せ
、

危
険
な
箇
所
が
あ
る
が
、

低
木
な
ど
に
樹
種
を
変
更

す
る
な
ど
、
10
年
、
20
年

先
を
考
慮
し
、
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

卯
目

の
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で

す
が
、管
理
放
棄
さ
れ
た
空

き
家
の
数
の
増
加
に
伴
い
、

地
域
に
お
い
て
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
、先
行
す
る

自
治
体
が
制
定
し
た
条
例

を
検
討
し
、条
例
制
定
の
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。し

か
し
、国
に
お
い
て
も（
仮

称
）空
き
家
対
策
特
別
措
置

法
の
制
定
に
向
け
、法
案
が

提
出
さ
れ
る
と
の
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。よ
っ
て
、こ
の

法
律
の
制
定
を
待
ち
、こ
の

法
律
に
基
づ
き
、空
き
家
の

管
理
の
適
正
化
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
ん
健
診

受
診
率
向
上
と

予
防
対
策
に
つ
い
て

が
ん
健
診

受
診
率
向
上
と

予
防
対
策
に
つ
い
て

不
燃
ご
み
と
し

て
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
家
電

に
使
用
さ
れ
て
い
る
レ
ア
メ

タ
ル
な
ど
の
有
用
金
属
資

平
野

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進
す
べ
き

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進
す
べ
き

各
地
区
に
お
い
て

年
一
回
金
属
製
粗
大
ご
み
回

収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。本

年
度
よ
り
、こ
の
機
会
を
利

用
し
、す
べ
て
の
使
用
済
み

小
型
家
電
機
器
等
を
対
象

に
、金
属
製
粗
大
ご
み
と
分

別
し
て
回
収
す
る
予
定
で

す
。

　

な
お
、回
収
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、本

年
度
の
回
収
の
実
績
や
他

市
の
実
施
状
況
、実
績
を
基

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

市
長

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
検
査
に
つ
い
て

は
、現
在
国
が「
が
ん
検
診

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」に
お
い
て
、有
用
性
、安

全
性
や
コ
ス
ト
面
な
ど
を

考
慮
し
、検
討
を
進
め
る
と

し
て
い
ま
す
の
で
、市
と
し

て
も
国
の
経
過
を
見
極
め
、

県
と
協
議
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

年
度
を
目
標
に
料
金
改
正

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

な
管
理
に
は
多
額
の
予
算

が
必
要
と
な
り
ま
す
。今
後

も
、景
観
に
配
慮
し
つ
つ
、歩

行
者
や
一
般
車
輌
の
通
行
に

も
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、

最
少
の
経
費
で
管
理
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、市
民
の
方
に
日
ご

ろ
か
ら
愛
着
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、協
働
に
よ
り
美
化
し

て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

街
路
樹
が
道
路
そ
の
も

の
を
壊
す
箇
所
も
あ
る
た

め
、状
況
を
見
極
め
、場
合

に
よ
っ
て
は
街
路
樹
を
低
木

や
草
花
に
植
え
替
え
る
こ

と
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

あ
わ
ら
市
も
以
前
、
検
討

す
る
と
の
事
で
あ
っ
た
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

源
の
再
利
用
と
、
ご
み
減

量
化
促
進
に
つ
な
げ
る
た

め
、
公
共
施
設
に
専
用
改

修
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

う
考
え
る
か
。

　

ま
た
、介
護
保
険
の「
改

革
」は
、あ
わ
ら
市
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

か
。さ
ら
に
、今
後
、介
護
予

防
施
設
が
ま
す
ま
す
必
要

に
な
る
が
、な
ぜ
施
設
が
増

え
な
い
の
か
。
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三
上
　
薫 

議
員

三
上
　
薫 

議
員

建設中の学校給食センター

老人福祉センター百寿苑

地
産
地
消
を
推

進
す
る
た
め
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
食
材
を
直
接

農
家
か
ら
購
入
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
国
の
規
定
に
お

い
て
３
歳
児
以
上
の
幼
児

給
食
は
外
部
搬
入
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。

　

新
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

余
剰
能
力
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
市
内
の
保
育
所
や

幼
児
園
へ
の
給
食
提
供
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の

　  

運
営
に
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
の

　  

運
営
に
つ
い
て

三
上

給
食
セ
ン

タ
ー
は
食
材
を
大
量
に
仕

入
れ
る
た
め
、個
人
の
農
家

が
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で

教
育
部
長

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
よ
っ

て
、農
協
な
ど
の
販
売
業
者

か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
機
能
の

余
剰
能
力
に
つ
い
て
で
す
が
、

現
在
必
要
な
給
食
数
は
、約

２
千
７
０
０
食
で
あ
り
、今

後
、児
童
、生
徒
数
の
減
少

も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

供
給
能
力
で
あ
る
３
千
食

と
比
較
す
る
と
、一
定
の
余

剰
が
出
て
く
る
も
の
と
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、保
育
所
や
幼
児

園
へ
も
給
食
を
提
供
で
き
な

い
か
と
い
う

提
案
で
す
が
、

そ
の
こ
と
は
、

給
食
セ
ン

タ
ー
建
設

計
画
時
に

検
討
し
ま
し

た
。
し
か
し
、

保
育
所
や

幼
児
園
で
は
、

乳
幼
児
か

ら
幼
稚
園

児
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
の
年
齢

に
対
応
し
た
給
食
、ま
た
、

手
作
り
の
お
や
つ
な
ど
も
提

供
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、園

ご
と
に
給
食
を
作
る
ほ
う
が

望
ま
し
い
と
い
う
結
論
に
達

し
、給
食
計
画
か
ら
除
外
し

た
も
の
で
す
。

　

新
給
食
セ
ン
タ
ー
は
稼

働
前
で
あ
り
、ま
ず
は
運
営

を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
に

力
を
注
ぎ
、そ
の
後
の
課
題

と
し
て
捉
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

陳
情・意
見
書

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

「
要
　
旨
」

　

地
方
交
付
税
は
地
方
固
有
財
源
で
あ
り
、
国
の
政
策
方
針
の
も
と
に
一
方
的
に
決
す

る
べ
き
で
な
く
、
国
と
地
方
の
十
分
な
協
議
を
保
障
し
た
上
で
、
あ
り
方
や
総
額
に
つ

い
て
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
と
地
方
自
治
体
の
安
定
的
な
行
政
運
営
を
実
現
す
る
た

め
、
平
成
26
年
度
の
地
方
財
政
計
画
、
地
方
交
付
税
総
額
の
拡
大
に
向
け
て
特
段
の
対

策
を
求
め
る
。

「
提
出
者
」
自
治
労
福
井
県
本
部　
　

執
行
委
員
長　

見
世　

重
毅

「
結
　
果
」
陳
情
を
採
択
し
、
国
へ
意
見
書
を
提
出

●
保
育
所
・
幼
児
園
職
員
処
遇
改
善
に
係
る
要
望
に
つ
い
て

「
提
出
者
」

社
会
福
祉
法
人
ポ
プ
ラ
福
祉
会　
　
　
　

伊
井
保
育
所

社
会
福
祉
法
人
さ
く
ら
福
祉
会　
　
　
　

細
呂
木
保
育
所

社
会
福
祉
法
人
刈
安
福
祉
会　
　
　
　
　

金
津
東
保
育
所

社
会
福
祉
法
人
本
荘
す
こ
や
か
福
祉
会　

本
荘
幼
児
園

社
会
福
祉
法
人
ア
イ
リ
ス
福
祉
会　
　
　

北
潟
幼
児
園

●
桜
ヶ
丘
区
の
公
園
整
備
に
つ
い
て

「
提
出
者
」
桜
ヶ
丘
区　

区
長　

山
本　

宣
春

●
あ
わ
ら
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
要
望
書

「
提
出
者
」
あ
わ
ら
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

八
木
敬
一
郎

※
地
方
自
治
法
第
99
条
に
お
い
て
、
議
会
は
、
あ
わ
ら
市
の
公
益
に
関
す
る
事
件

に
つ
き
、
意
見
書
を
国
会
や
関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平成25年度一般会計補正予算

平成25年度一般会計補正予算

平成25年度一般会計補正予算平成25年度一般会計補正予算討　論討　論討　論

反
対

　「温泉情緒あふれる華やぎのまちづくり事業」に9千475万円が計上されている
が、観光振興を中心とした全体的なまちづくり計画が出来ていない中で、温泉街の
道路を一方通行にして石畳の歩道をつくるなど、思いつき的なことをしても、誘客
効果があるとは思えず、税金の無駄使いである。
　また、ワークショップは国の補助金を貰うために形だけのものであり、地元の理
解も得られていない。
　「越前加賀宗教文化街道環境整備事業」は吉崎の加賀市との県境に、平成27年度
までに、7千400万円をかけて一向一揆資料館（仮称）を建設するというが、何を展
示するのかはこれから考えるというもので、展示内容も決まっていないのに、建物
を先に建設するというのは本末転倒である。
　地元や加賀市とよく協議し、理解を得た上で展示内容を決定し、展示内容にふさ
わしい建物を建設することが順番ではないか。
　こんなやり方では、誘客効果も見込めず、税金の無駄使いである。

平成25年9月 第67回あわら市議会定例会　議案等の審議結果及び各議員表決

決算審査特別委員会に付託し継続審査平成24年度一般会計歳入歳出決算の認定について

決算審査特別委員会に付託し継続審査平成24年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

決算審査特別委員会に付託し継続審査平成24年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

決算審査特別委員会に付託し継続審査平成24年度産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について

決算審査特別委員会に付託し継続審査平成24年度農業者労働災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について

決算審査特別委員会に付託し継続審査平成24年度水道事業会計決算の認定について

決算審査特別委員会に付託し継続審査平成24年度工業用水道事業会計決算の認定について

決算審査特別委員会に付託し継続審査平成24年度公共下水道事業会計決算の認定について

決算審査特別委員会に付託し継続審査平成24年度農業集落排水事業会計決算の認定について

決算審査特別委員会に付託し継続審査平成24年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算の認定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ X ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成25年度一般会計補正予算（第２号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成25年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○平成25年度水道事業会計補正予算（第２号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○職員の再任用に関する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○税条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○債権の管理に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○財産の取得について（学校給食配送車の取得）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○地方財政の充実・強化を求める意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○環境対策調査特別委員会の設置

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○市街地活性化調査特別委員会の設置

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○地方財政の充実・強化を求める意見書採択について

○…賛成　　X…反対　　ー…欠席等
※議長（笹原幸信）は採決に加わらないので「／」で表示

山
本　
　

篤

議
決
結
果

市　

長　

提　

出　

議　

案

市
会
案

陳
情

平
野　

時
夫

毛
利　

純
雄

吉
田　

太
一

森　
　

之
嗣

杉
本　

隆
洋

山
田　

重
喜

三
上　
　

薫

八
木　

秀
雄

笹
原　

幸
信

山
川
知
一
郎

北
島　
　

登

向
山　

信
博

坪
田　

正
武

卯
田
ひ
ろ
み

山
川　
　

豊

東
川　

継
央

杉
田　
　

剛

そ
の
他
、
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
件
名
の
み
掲
載
し
ま
す
。
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　金津創作の森で行われた「蜷川実花展」は、
７/２０～９/２９まで開かれ、過去最高の入場
者で賑わいました。来場者は36,816人で、駐車
場には県外ナンバーも多くみられました。
　また、期間中９回行われた「ナイトミュージ
アム」では、若い女性を中心に多くの観客が来
られ、魅力ある写真に見入っていました。
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入
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ま
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心
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。
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し
て
参

り
ま
す
。

（
坪
田
）

「切通し」
　あわら市細呂木から吉崎に向かう道（蓮如街道）と旧北陸道の分岐点に「のこぎり坂」という石碑が建って
います。
　1207年、承元の法難で越後への流罪となった親鸞が、越前の弟子と別れを惜しみ謡ったという「音に聞
く  のこぎり坂の引き別れ、身の行く末は、心  ほそろぎ」という和歌を
残したと伝えられています。
　そこから吉崎に向かう道に、見事な「切通し」が現れます。1888年（明
治21年）、天爵大神と名乗る尾張藩の家臣「水谷忠厚」が、細呂木村の
長「上坂家」を訪ね、村人と相談し、この、「のこぎり坂」のある鴫谷山を
切り通し、歩きやすい道にする事になりました。
　わずか３ケ月で完成したこの「切通し」、蓮如さんの旧跡地「吉崎」を
訪れるために作られたこの道には、多くの村人の思いが、今なおここ
に眠っているような気がします。　　　　　　　　　　　　　　（山本）

　　市民の皆さまに日ごろの議会活動を広く知っていただくために、議会報告会を開催します。
　いずれの会場でもお気軽にご参加ください。お待ちしております。

議会報告会を12会場で開催します

10月28日（月）
19：30～21:00

番田区民館

本荘公民館

中浜区民館

細呂木公民館

日
時

会
　
　
場

10月29日（火）
19：30～21:00

波松区民館

金津本陣ＩＫＯＳＳＡ（３階）

あわら市商工会 本所

北潟公民館

10月30日（水）
19：30～21:00

名泉郷会館

剱岳公民館

伊井公民館

浜坂区民館

おさ しぎたに

議会がインターネットで視聴できます。 あわら市議会インターネット中継
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